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３３３３    就業や就業以外の社会活動参加と総合生活満足度就業や就業以外の社会活動参加と総合生活満足度就業や就業以外の社会活動参加と総合生活満足度就業や就業以外の社会活動参加と総合生活満足度    

つぎに、就業することや就業以外の社会活動へ参加することと総合生活満足度(Q38)

の関係を分析する。総合生活満足度の選択肢は、「満足している」「まあ満足している」

「やや不満である」「不満である」の４つである。図表２が、国別に見た就業者と就業

以外の社会活動参加者と総合生活満足度のクロス表である。 

 

図表２ 就業者及び社会参加活動と総合生活満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 1.就業者（仕事をしたい） 

2.社会活動参加者（仕事以外にしたいことがある） 

 

 4 か国計で「満足している」の比率を見ると、社会活動参加者で 70.1％と最も高く、

就業者の 51.2%を大きく上回っている。この傾向は、4 か国それぞれに該当する。さら

に、生活満足度を 4 か国で比較しやすいように、「満足している」を 2点、「まあ満足

している」を 1点、「やや不満である」をマイナス 1 点、「不満である」をマイナス 2

点として、生活満足度を得点化して算出したものが図表３である。これによると、4

か国計で見ると、日本の生活満足度の得点(1.040 点)が最も低く、他方で、アメリカ

(1.627 点)が最も高くなる。さらに、就業者と就業以外の社会活動への参加者に分け

て生活満足度を見ると、日本も含めて 4か国とも就業者に比べて社会活動参加者の方

が、生活満足度が高い。さらに、就業者と社会活動参加者の生活満足度のそれぞれを

4 か国で比較すると、両者とも日本の生活満足度（就業者:0.976 点,社会活動参加

者:1.545 点）が最も低くなる。  
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図表３ 就業者及び社会活動参加活動と総合生活満足度得点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 1.就業者（仕事をしたい） 

2.社会活動参加者（仕事以外にしたいことがある） 

 

     

 最後に、就業と社会活動参加を比較した場合、いずれが総合生活満足をより大きく

規定するかを分析しよう。分析手法としては、2項ロジット分析を用いる。被説明変

数は総合生活満足度（ダミー変数、rq38）で、説明変数として就業（rq19）と社会活

動参加（rq21）のそれぞれの有無（ダミー変数）を、さらにコントロール変数として、

性別（rf1）、年齢（f2）、健康かどうか（rq4）、経済的な困難度（rq14）を投入した（年

齢以外はダミー変数、Ｒは元の変数を変換した意味である。）。なお、4か国全体の分

析と日本のみの分析の２つを行ったが、前者では、スウェーデンを基準として国のダ

ミー変数を分析に含めている。変数の加工など、図表４を参照されたい。 

   

図表４ 2 項ロジット分析に利用した変数 

� 被説明変数：rｑ３８生活満足 

 １＝１（満足）＋２（まあ満足） ０＝３（やや不満＋４（不満） 

� 説明変数 

 rf1男性＝１ 女性＝０ 

 rq21仕事以外にしたいことがある＝１、それ以外＝０ 

 rq19仕事をしたい＝１、それ以外＝０ 

 ｆ２＝年齢(60 歳から 98 歳） 

 rq4健康である＝１、それ以外＝０    

 rq14 経済的困っている１＝１＋２、それ以外＝０ 
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 まず、4 か国のデータで分析した図表５から見ていこう。就業していることは、統

計的に有意ではない。つまり、就業は、他の変数をコントールすると、生活満足度に

影響するとは言えないことになる。他方、社会参加活動は統計的に有意で、社会参加

活動を行うと、生活満足度は 2.98 倍になる。統計的に有意な他の変数を見ると、健康

であると生活満足度が 3.25 倍になる。国の変数をみると、日本とドイツが統計的に有

意で、それぞれの国だとスウェーデンを基準として、生活満足度が低下する方向に影

響する。 

 

図表５ 生活満足の規定要因（2項ロジット分析：4 か国） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に日本のみのデータで分析した図表６を見よう。4 か国全体と日本のみでは、分

析結果が異なる。社会活動への参加は、生活満足に対してそれを高める方向に影響す

るが、統計的に有意ではない。他方、就業は、統計的有意であるが、生活満足度を低

下させる方向に影響する。同じく、経済的困難であることは、統計的に有意で、生活

満足度を低下させる方向に影響する。健康であることは、統計的に有意で、健康であ

ると生活満足度を 2.53 倍高めることになる。  
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     図表６ 生活満足度の規定要因（2項ロジット分析：日本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５５５    まとめまとめまとめまとめ 

① 日本は、他の 3 か国に比較して、高齢期でも就業者が多いが、他方で、就業以外

の社会活動への参加者が少ない。そのため、就業者と就業以外の社会活動への参

加者を合わせて広義の社会活動参加率とすると、男女計でその比率が最も高い国

はスウェーデンである。さらに、男女別でも日本が広義の社会活動参加率が高い

国ではない。 

② 生活満足度得点を 4 か国で比較すると、日本の生活満足度得点が最も低く、他方

で、アメリカが最も高い。就業者と就業以外の社会活動への参加者の生活満足度

を見ると、日本も含めて 4 か国とも就業者に比べて社会活動参加者の方が、生活

満足度が高くなる。就業者と社会活動参加者のそれぞれの生活満足度得点を 4

か国で比較すると、両者とも日本が最も低い。 

③ 統計分析によると、4か国のデータでは、就業することは、統計的に有意でなく、

他の変数をコントールすると、生活満足度を左右するとは言えない。他方、社会

活動へ参加することは、統計的に有意で、生活満足度を高めることになる。日本

のみのデータで分析すると、社会活動への参加は、生活満足を高める方向に影響

するが、統計的に有意ではない。他方、就業することは、統計的有意であり、生

活満足度を低下させる方向に影響する。 

④ 以上によると、高齢期になったときに就業するという選択肢だけでなく、就業以

外の社会活動への参加する機会を選択できるように、高齢期に到達する前から、

就業以外での社会との繋がりを広げる取り組みを行うことは、高齢期における生

活満足度を高めることに貢献すると考えられる。 


